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西東京臨床糖尿病研究会活動評価プロジェクトについて 
 

           当研究会理事   東京都立府中病院内科 辻野 元祥 
 ４月から、活動評価プロジェクトの担当理事を拝命いたしました府中病院の辻野と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

“活動評価プロジェクト”という言葉は初めてお聞きになる方も多いのではないかと思いま

すので、この場を借りてご紹介させていただきます。 

 皆様、周知されているように、当研究会は、“ボランティア活動による教育学習を通じ

て、糖尿病に対する知識の普及と糖尿病診療におけるネットワーク作りを推進し、糖尿病患

者の支援に寄与する”ことを目的として近藤甲斐夫先生や伊藤眞一先生を中心に設立されて

から２１年、さらに貴田岡理事長を中心に法人化されてから５年が経ちました。 

 これまで、多くの先生方やコメディカルの方々が精力的に活動してきてくださいました

が、昨年に東京大学医療政策人材養成講座 梶尾裕先生によるインタビューを受けた結果、

残念ながら外部からの評価が十分になされていない点を大きな弱点としてご指摘いただきま

した。特に最終受益者である患者さん側からの視点が欠けていることが問題とされました。

これまで、様々な研究会や講演会の活動をされてきた先生方にとりましては、ちょっぴり悔

しさの滲む結果かと思います。しかし、このことは、当研究会の進むべき方向を考える上で

欠くべからざる大切なことのように思い至るようになりました。 

 外部からの評価をどのような形で得るのか、またそれを西東京の活動にどのようにフィー

ドバックし、よりよい方向に進むための羅針盤にする“仕組み”をどのように築くの

か．．．。当研究会のような取り組みは全国的にもまだ事例が少なく、まして公正な形での

活動評価の“仕組み”はまったく前例がないのが実状です。最終受益

者である患者さんの評価を得ていくことを目指すのならば、広報およ

び活動をどう拡げていくかという議論もあろうかと思います。 

 また、その前に、いずれ内部のメンバーでおられる会員の皆さんに

アンケートを送らせていただき、幅広くご意見を賜りたいと考えてお

ります。 

 当研究会のより良い発展のためにどうかお力添えをよろしくお願い

申し上げます。 

会員総数 ７７７ 人 

    医  師 １６３ 人 

     コメディカル ６１４ 人      

 【管理栄養士紹介登録数 ４０人】 

平成２０年１０月２０日現在 
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第２回第２回第２回   西東京運動指導体験セミナー西東京運動指導体験セミナー西東京運動指導体験セミナー   
平成２０年９月２０日（土）２１（日）「ウエルサンピア多摩」において開催されました。 

当会副理事長 東京医科大学八王子医療センター 植木 彬夫 

 第２回西東京運動指導体験セミナーが､９月２０日(土)､２１

日(日)の２日間、ウエルサンピア多摩で開催された。３２名の

参加者と世話人、タスクフォースなどスタッフ２０名が、糖尿

病における運動指導の意義や方法を２日間泊まり込みで熱く語

りあった。セミナーは植木から「糖の流れとエネルギー」でブ

ドウ糖と脂肪のエネルギー代謝にかかわる役割について、

「METSの概念」では特定保健指導に触れたMETS概念について講

義が始まった。また、西村一弘先生からは運動にかかわる糖

質、タンパク質、資質の摂りかたとともに、１型糖尿病患者と

その家族の食事療法にかける思いを感銘深く語っていただい

た。その後、参加者は６グループに分かれ、天川淑宏、小池日

登美健康運動指導士の指導のもと、さまざまな状況下にある患

者に対し行うことのできる、さまざまな種類の有酸素運動、ス

トレッチ運動、筋トレ運動を自ら体験し、それらの有効性を実

感した。そして今回のセミナーのメインテーマである各グループに課題として与えられた

症例に対し運動プログラムの作成を行った。プログラムは患者の病態や日常生活など、外

的要因、内的要因を分析することより得られた結果から、運動の質と量に考慮し、有酸素

運動、ストレッチ、筋トレなどを課題の患者が実現できるプログラムを作り上げることを

目指した。参加者の多くから、患者背景の分析とシステマティックな理論に基づいた運動

プログラムを初めて作成したという満足感と、明日からの指導に取り込んでいこうとの思

いが伝わってきていた。１日目の夕食後に行われた太極柔力球や２日目の早朝に行われた

ノルディックウォーキングは新たな健康運動としてトレンディーな企画であり参加者の中

には早速器具の購入を望む方もおられた。最後に、貴田岡正史先生より本セミナー参加者

への労いと、今後益々運動療法の重要性が高まることの確認がされた。 

『世界糖尿病デー『世界糖尿病デー『世界糖尿病デー   ブルーライトアップブルーライトアップブルーライトアップ   スカイタワー西東京』スカイタワー西東京』スカイタワー西東京』   
～世界糖尿病デーにスカイタワー西東京がブルーにライトアップされます～～世界糖尿病デーにスカイタワー西東京がブルーにライトアップされます～～世界糖尿病デーにスカイタワー西東京がブルーにライトアップされます～   

世界糖尿病デー ２００８年１１月１４日（金）が開催され、日本各地でイベント

として主要な建物等にブルーライトアップを行います。 

西東京臨床糖尿病研究会と㈱田無タワーが共催でスカイタワー西東京（通称田無タ

ワー高さ１９５ｍ）のブルーライトアップを行います。 

日 時：２００８年１１月１４日（金）１８：００～２４：００ 

詳しくは世界糖尿病デーイベント情報は各ホームページを御覧下さい。 

西東京スカイタワー  http://www.skytower195.com/ 

世界糖尿病デー公式ホームページ http://www.wddj.jp/ 
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 第９回糖尿病予防講演会を終えて         当会理事 かんの内科 菅野 一男 

９月２７日(土）に吉祥寺の前進座劇場で第９回糖尿病予防講演会が行われました。「メタ

ボリック症候群とどう向き合うか」というテーマで４名の先生の講演とパネルディスカッ

ションが行われ、ご参加いただいた患者さんたちに満足していただきました。 

 日本糖尿病協会東京都支部の菅原支部長の挨拶に続き、多摩セン

タークリニックみらいの宮川院長には「かくれメタボにご用心」を

テーマにメタボリック症候群の動脈硬化の関連について分かりやす

くお話しいただき、日本看護協会の滝澤先生に毎日の生活の中での

注意点についてポイントをご指摘いただきました。続いて東京医大

八王子医療センターの天川先生は骨格筋の重要性を具体的なトレー

ニング方法とともに示してくれました。東京慈恵会医科大学の森先

生の特別講演は「メタボと糖尿病」というタイトルで、ご自身の豊

富なデータをもとにしたわかりやすい講演には、聴衆の多くが納得

していました。最後のパネルディスカッションでは、参加者の皆さ

んの様々な質問に答える形で活発な意見の交換が行われました。 

このような機会をさらに多く重ねることにより、糖尿病を中心とし

た健康への関心を高め、地域の人々が元気に暮らしていける一助と

なることを願ってやみません。  

第９回第９回第９回   糖尿病予防講演会が開催されました糖尿病予防講演会が開催されました糖尿病予防講演会が開催されました   
平成２０年９月２７日（土）「吉祥寺 前進座劇場」において開講されました。 

 直接事業   間接事業 

第９５回 実践栄養指導勉強会（お申し込みは不要です） 

テーマ：１型糖尿病の食事療法 ～サマーキャンプ・ヤングキャンプの経験から～ 

開催日：平成２０年１１月４日（火） １８：４５～２０：１５ 

場 所：緑風荘病院併設グリーンボイス１F デイルーム 

  （東村山市萩山町３－３１－１西武拝島線八坂駅徒歩） 

 参加費：会員 無料 非会員５００円 

 ☆西東京糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位：２単位 

  第６回 ＴＡＭＡ生活習慣病フォーラム（※お申し込みが必要です） 

テーマ：「生活習慣病とＣＫＤ～チーム医療として何ができるか～」 

開催日：平成２０年１１月１５日（土）１７：００～１９：３０ 

場  所：調布市文化会館たづくり１２階「大会議場」(京王線調布駅南口より徒歩３分) 

   参加費：５００円 

申込方法：当会ホームページより申込書をダウンロードのうえFAXでお申込ください。 

 ＦＡＸ番号０４２－３６２－１６０２（ﾉﾎﾞﾉﾙﾃﾞｨｽｸﾌｧｰﾏ㈱ 加藤宛） 

 締め切り：平成２０年１１月７日(金） 

 問い合わせ：０４２－３６２－１６０１（ﾉﾎﾞﾉﾙﾃﾞｨｽｸﾌｧｰﾏ㈱ 担当：加藤） 

   ☆日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位＜２群＞単位申請中 

 ☆西東京糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位：２単位 
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  直接事業   間接事業 

 NPO法人 西東京臨床糖尿病研究会 事務局 

   〒185-0012 国分寺市本町3-10-22 ｵﾘｴﾝﾄﾌﾟﾗｻﾞ402  
   TEL：042(322)7468  FAX：042(322)7478 
    http://www.nishitokyo-dm.net Email:w_tokyo_dm_net@ybb.ne.jp 

  第４回 西東京糖尿病心理と医療研究会ワークショップ（※お申し込みが必要です） 

    ～症例検討会およびワークショップ開催～ 

 開催日：平成２０年１１月２２日(土）１８：００～ 

    ：平成２０年１１月２３日(日) ～１３：００ 

 場 所：多摩永山情報教育センター 

   多摩市諏訪２－５－１（京王線・小田急線永山駅下車徒歩５分） 

 定 員：６０名※参加費は事前振込み制となっております。 

 参加費：医師１３，０００円/コメディカル１１，０００円（宿泊シングル、夕食、朝食込み） 

   ※懇親会費として別途５００～１，０００円徴収させていただきます。 

 申込方法：当会ホームページより申込書をダウンロードのうえＦＡＸでお申込ください。 

   ＦＡＸ番号０４２－３６２－１６０２（ﾉﾎﾞﾉﾙﾃﾞｨｽｸﾌｧｰﾏ㈱ 井上・八田宛） 

  締め切り：平成２０年１１月７日(金） ※定員になり次第終了 

 問い合わせ：０４２－３６２－１６０１（ﾉﾎﾞﾉﾙﾃﾞｨｽｸﾌｧｰﾏ㈱ 担当：井上・八田） 

   ☆西東京糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位：１０単位（予定） 

   ※詳細は当会ホームページをご覧ください。 

  「糖尿病診療～最新の動向」（※お申し込みが必要です） 

 （医師・コメディカル向け研修会） 

 第１回 東京会場 

 開催日：平成２０年１１月２３日（日）１３：３０～１６：００ 

     ２４日（月・祝）１０：００～１６：００ 

 場 所：国立国際医療センター戸山病院 研修棟５階 大会議室 

  （新宿区戸山１－２１－１） 

 定 員：１５０名（申込締切：１１月２０日(木）） 

 申込方法：Eメールにて申込 宛先：dm-inf1@imcj.hosp.go.jp 

   「研修会参加希望」のタイトルでお申込みください。 

 お問い合せ先：国立国際医療センター 戸山病院 

   糖尿病情報センター「糖尿病 医師・コメディカル研修会」事務局 

   TEL ０３－３２０２－７１８１（内線２３１７） 

 ※西東京糖尿病療養指導士認定単位はございません。 

 ※大阪会場での実施も予定されております。詳しくは以下ホームページをご覧ください。 

        http://www.imcj.go.jp/topics/tou/pdf 

 
アンケートへのご協力をお願い致します。 

 西東京糖尿病療養指導士の皆様へ「特定健診システム機構構築に当たってのアン

ケート」を同封させていただいております。お手数ではございますが、ご記入のう

えFAXにてご返送ください。 

宛先：西東京臨床糖尿病研究会事務局 FAX番号：０４２－３２２－７４７８ 


